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Seasonal Occurrence of Large-sized Black Porgy, Acanthopagrus schlegelii  
in an Intertidal Short-neck Clam Fishery Ground in Hiroshima Bay, Japan.
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要旨：広島湾最大のアサリ漁獲量のある漁場である広島県廿日市市の前潟干潟において，2003 年 2 月から 2004 年
1 月の 1 年間にわたり刺網による調査を行い，アサリ食害魚種である大型のクロダイ Acanthopagrus schlegelii の出
現状況を明らかにした。9 種 73 個体の魚類が採集され，クロダイ（23.6 ～ 48.5cm TL）が全個体数の 79％を占め
る優占種であった。クロダイの月別 CPUE（個体数/300m/回）は 0 ～ 18.8 の範囲であり，6 月末に急上昇し，7 月
末には最高値の 18.8 を示し，8 月末，9 月末も高値を示した。本種は，初夏から秋季の 6 月末～ 10 月末の 5 ヶ月
間に多く出現すること，この間は，体サイズにかかわらず干潟域を利用することが明らかになった。
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Abstract: Black porgy, Acanthopagrus schlegelii (Family: Sparidae), is a commercially important fish in Japan. This 
species is known as a major predator of the short-neck clam Ruditapes philippinarum in tidal flats. Seasonal occurrence of 
large fishes such as the porgy was investigated from February 2003 to January 2004 at the Maegata tidal flat, which has 
the largest catch of short-neck clam in Hiroshima Bay, western Seto Inland Sea. As a result, 73 individuals from nine 
species were collected by monthly gill net sampling. A. schlegelii, 23.6-48.5 cm total length was the dominant species and 
accounted for 79% of the total individuals. The catch per unit effort (CPUE: number of fish caught/300 m of netting) of 
the porgy was 0–18.8. The CPUE rapidly increased in late June. In late July, it reached 18.8, the highest annual value, 
after which the CPUE maintained high values during late August and late September. From late November values were 
low (0-3.0) again. These results indicate that large-sized A. schlegelii occur seasonally in the tidal flats from late June to 
late October.




で （林・萩原， 2013）， 2014 年には全国で 3,124t， 瀬戸
内海では 1,491t が漁獲される （農林水産省， 2016a）。
本種は，河口や干潟域を利用する習性を持つことから





漁獲量は， 1985 年の 45,023t をピークとして， 2014 年
には， ピーク時の実に 1/265 となる過去最低の 170t に































の長さ）は 4.5cm，高さは 1.35m，長さは 60m，網の
上縁には浮子が，下縁には沈子が装着されている。こ
の 60m の網を 3 ～ 5 枚連結して使用した。調査は
2003 年 2 月～ 2004 年 1 月の毎月末 1 回， 昼間に行
い，干潟から深所へ逃避する魚類を採集するため，干
潟の先端から海底へ続く斜面へ岸に対して平行に入網











全長 （TL） はデジタルノギスを使用し 0.01mm 単位で






















　物理・化学的環境について，2 ～ 6 月までは携帯型
水温・塩分計（YSI ナノテック，Model 30）を用いて
水温と塩分を，貧酸素水塊が発生する夏季に向けて，
7 月以降は携帯型水温・塩分・DO 計（YSI ナノテッ
ク，Model 85）を用いて水温，塩分および DO（溶存
酸素量）を標本採集時に計測した。計測層は，表層と
底層および原則として水面下 0.5， 1， 2，3， 4， 5， 7m
層とし，表層の水温・塩分は水面下 0.04m 層あるい













島」の 3 区分で掲載されていた漁業地区が，2006 年
に統合され，それ以降「廿日市市」として掲載される
ようになった。そこで， 統合直前の 5 年間 （2001 ～










を基に，1988 ～ 1990 年の 3 ヶ年の「大野」の統計値
に漁場別漁獲割合を乗じて，前潟における漁獲量を推
計した。なお，1989 年度と 1990 年度の調査資料（大
野町，1990；1991）では，12 カ所の漁場のうち上位
7 カ所のみの記載であること，これら 7 カ所で全体の







　全 12 回の調査により， コノシロKonosirus punctatus
（ニシン科）からマハゼ Acanthogobius flavimanus（ハ
ゼ科）までの 9 種 73 個体が採集された。このうち，
クロダイが 58 個体（23.6 ～ 48.5cm TL）で，全個体




（20.7 ～ 48.5cm TL）が採集され， その全長組成のモー
ドは 25.0 ～ 26.0cm TL であった（重田ほか， 未発表）。
　図 1 に， 前潟干潟における大型クロダイの CPUE の
月別変化を示した。2 月末から 5 月末まで，ほとんど
採集されていない。ところが 6 月末に CPUE 値は 8.8
に急上昇し，7 月末には最高値の 18.8 に達した。こ
の時期同干潟において，本種はとても多く出現してい
ることが理解できよう。続く，8 月末，9 月末も高値
を維持している。秋季の 10 月末には 6.0 となり，夏
季と比べるとやや減少するものの，依然として，干潟
に出現していることが分かる。11 月末～ 1 月末の晩
秋から冬季には，再びほとんど採集されず，干潟で活
動しなくなることが明らかになった。すなわち，前潟











の 6 月末の低い状態から， 早くも 8 月末には繁殖期前
の高い栄養状態に回復し 9 月末には年間の最高値を























































































































































































































































































値の 23.8℃となり，その後下降を続けて 12 月末以降
は 13℃以下となった。塩分は， 表層では 24.7～33.7psu
の幅のある値を示すが， 底層では 32.0 ～ 33.7psu の比
較的安定した値を示した。底層の DO は，成層期で水
温が高い夏季の 7 月末と 8 月末にそれぞれ 2.74mg/L，
3.24mg/L のやや低い値を示したが，干潟の先端直下
以浅の水深帯（7 月末では水面下 2m 層以浅，8 月末







査に先立つ 2000 年 7 月から 2005 年 8 月の 5 年間に
わたり，大野瀬戸内にあり前潟干潟とは異なる干潟に
定点を設けて，毎月 1， 2 回，目視観察（5cm TL 以上
の魚類の全数を計数）による野外調査を実施した。そ









5.9℃以上，摂餌水温は 6 ～ 8℃以上とされる（下茂
ほか， 2000）。しかし， 上記の野外での観察では， 14℃
以下になると本種の行動は極めて不活発であった。一
方，本調査では底層水温が 15.3℃に上昇した 5 月末
でも大型個体の CPUE は 0.0 であり，18.1℃になった
6 月末になってようやく 8.8 に上昇した。また，水温


















































































































































潟から 2km 沖以内に位置する 2 定点の同年 7 月末と
8 月末の底層 （水深 10.7 ～ 13.5m） の DO は，1.45 ～
2.03 mg/L を示し， 致死濃度を下回る貧酸素状態で
あった（重田ほか，未発表）。既述のとおり，大野瀬
戸のクロダイは初夏から秋季に干潟を利用する習性を



















ち，広島湾における繁殖期は 5 月から 6 月下旬まで
で，盛期は 5 月下旬から 6 月中旬であること（木村，
1958；米司・慶徳，1986），25cm TL 前後以上の大型
個体は成魚であること （木村， 1958） より， 繁殖を終
えた個体が餌の豊富な干潟へ採食のために来遊したた
めと考えられる。事実，第 1 筆者ほかが 2003 年 6 月
末～ 10 月末に同所で採集した大型個体 （24.7 ～
42.3cm TL，n=21）の胃内容物を調べたところ，アサ





1988 ～ 1990 年度の「大野」では前潟の漁獲割合が最
も高く， 40.9 ± 5.6％ （n=3， 平均値±標準偏差， 以下
同様）を占め，従って，前潟の漁獲量は 29t と推計さ
れた。前潟の干潟面積は 11ha であり，2003 年のアサ
リ生産性は 2.6t/ha/年と推計される。現在（2014 年）
では，2014 年の 「廿日市市」 におけるアサリ漁獲量が
59t であったこと， 2001 ～ 2005 年の「大野」， 「廿日市」
および 「宮島」 の割合は， 96.0 ± 2.4％ （n=5）， 3.6 ±
1.5％ （n=5） および 0.4 ± 0.9％ （n=5） であったことよ
り， 大野は 57t， このうち前潟は 23tと推計される。従っ
て， 2014 年における前潟のアサリ生産性は 2.1t/ha/年と
推計される。重田（2012）は，魚類生産（資源）にとっ




















資源量の甚だしい低下により， 2015 年 4 月から 1 年
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